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LINEヤフー株式会社（以下「LINEヤフー」と表記）では、

広告サービス品質向上のための取り組みを実施しています。

本レポートは、広告主・広告会社・広告配信パートナー、

そしてLINEヤフーをご利用のユーザーの皆様に

安心して弊社のサービスおよび広告をご利用いただけるよう、

その取り組み内容をお伝えすることを目的としています。

※2026年4月に「Yahoo!広告」「LINE広告」 は「LINEヤフー広告」へ統合しましたが、本レポートは2025年度実績のためサービス別で集計しています。

「LINEヤフー広告」プラットフォーム統合リリースについて：https://www.lycbiz.com/jp/news/20260218/

本レポートについて

https://www.lycbiz.com/jp/news/20260218/
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1. Yahoo!広告

広告アカウント／広告素材の審査
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Yahoo!広告の広告審査について

Yahoo!広告では、不適切な広告の掲載を防ぐため、広告掲載の申し込み時に開設いただく

「広告アカウント」単位での審査と、その後入稿いただく「広告素材」単位での審査を行います。

これらの審査は、「広告アカウント審査基準※1」「広告掲載基準※２」に基づき行っており、

虚偽・誇大広告や詐欺的な広告などの法令に違反する広告はもちろんのこと、ユーザーに不快感・不安感

を与えるような広告などの掲載も制限しています。

また、これらの基準は法改正や社会情勢に合わせて常に見直しを行っています。

※2 広告掲載基準
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-editorial?language=ja

広告アカウントの審査

広告アカウント審査基準

広告素材の審査

広告掲載基準

※1 広告アカウント審査基準

https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-account?language=ja

https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-editorial?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-editorial?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-editorial?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-editorial?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-editorial?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-editorial?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-editorial?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-account?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-account?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-account?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-account?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-account?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-account?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-account?language=ja
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広告審査について

広告審査は、AIを活用した「システム」や「人の目」により、24時間365日実施しています。

システムによる審査では、非常に複雑で大規模なシステムを用いて、各広告のカテゴリーに適した審査を

実現しています。

また、広告主とユーザーの両方のニーズを満たすよう、人間の感覚による審査も重要視し、ガイドラインに

関するトレーニングを積んだ担当者が、実際の端末を用いて行っています。機械による一義的な判断とは異な

り、常にユーザーの視点も取り入れながら広告の審査を実施しています。

このように「システム」と「人の目」の審査を組み合わ

せることにより、ユーザーの意図に一致した有益な広告

を迅速に掲載することを目指しています。

さらに、インターネットユーザーから寄せられた広告に

対するご意見をもとにパトロールを行ったり、システム

に反映したりするなど、ユーザーの声を積極的に取り入れ

広告品質向上に努めています。
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• 本数値は、広告掲載にあたり開設される「広告ア

カウント」に対する審査の非承認件数です。広告

アカウント審査基準に基づきアカウント開設時お

よび開設後に審査を実施しています。

• 2025年度は12,651件のアカウントを非承認と

しました。

（件）

広告アカウント審査による審査結果

12,651

10,364

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000

2025年度

2024年度

非承認数
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アカウント審査による非承認理由内訳

A

A

B

B

C

C

D

D

E

E

2025年度

2024年度

A.アカウントの登録情報から不正な広告出稿の懸念があるもの B.通常の環境で表示することができないもの

C.広告掲載基準第4章に抵触する広告を入稿しているもの D.不正な広告表現や広告手法が認められたもの

E.その他

アカウント審査基準に抵触した項目の内訳

2025年度の上位非承認理由は下記のとおりです。

1. アカウントの登録情報から不正な広告出稿の懸念があるもの

2. 通常の環境で表示することができないもの

3. 広告掲載基準第4章に抵触する広告を入稿しているもの

「アカウントの登録情報から不正な広告出稿の懸念があるもの」の非承認数は、前年度と比較して若干増加しました。主な要因としては、

使い捨てメールアドレスの利用など、本人確認が困難な登録情報が確認されたことが挙げられます。また、「広告掲載基準第4章に抵触す

る広告を入稿しているもの」に関する非承認については、投資や起業に関する訴求において、投機心を過度に煽る表現が多く見られまし

た。加えて、投資や副業の訴求において、未承認のLINE公式アカウントへの友だち追加を促す広告も確認されました。
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• 広告素材の審査とは、広告の掲載に伴い「広告

単位（タイトル、説明文、画像、動画、リンク

先サイト等）」で実施する審査を指します。本

審査では広告掲載基準に基づき、各素材の表現

や内容を確認しています。

• 2025年度は約2億件の広告を非承認としまし

た。

※ 広告掲載基準・広告入稿規定・広告販売ルールに抵触した広告タイトル・説明文・画像・リンク先サイト・キーワードの各非承認数を合計した件数

（件）

広告素材の審査による審査結果

203,731,317

197,910,220

0 50,000,000 100,000,000 150,000,000 200,000,000 250,000,000

2025年度

2024年度

非承認数
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広告素材の審査による非承認理由内訳

2025年度の上位非承認理由は下記のとおりです。

1. 最上級表示、No.1 表示

2. 薬用化粧品（医薬部外品）、化粧品

3. ユーザーの意に反する広告の禁止

A

A

B

B

C

C

D E

E

F

F

G

G

H

I
J

K

K

2025年度

2024年度

A.最上級表示、No.1 表示 B.薬用化粧品（医薬部外品）、化粧品 C.ユーザーの意に反する広告の禁止

D.不適切と判断したもの E.広告の関連性について F.アダルトサイト

G.脱法ドラッグ、合法ハーブ等と称されるもの H.社会規範・公序良俗・権利侵害等のおそれ I.ユーザーに不快感を与えるような表現

J.食品、健康食品 K.その他

広告掲載基準・広告入稿規定に抵触した項目の内訳

前年度と比較し「最上級表示、No.1 表示」の非承認数が増加しました。 ECサイトの訴求を中心に「世界初」「業界最高」「販売実績

No1」などの最上級表現の使用が増加したことが主な要因と考えられます。

一方で「薬用化粧品（医薬部外品）、化粧品」「ユーザーの意に反する広告の禁止」は、非承認数が減少しました。
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なりすまし型「偽広告」※1に関する審査（1）

なりすまし型「偽広告」を理由とした削除申告の件数等

2025年度は、なりすまし型「偽広告」を理由とするユーザーからの削除申告は20件でした。

そのうち、非承認措置をとったのは13件ですが、いずれもなりすまし型「偽広告」以外の理由で非承認としました。

停止単位 申告件数 非承認件数 なりすまし型「偽広告」と判断した非承認理由内訳※2

アカウント停止

20

0

• 広告掲載基準第4章に抵触する広告を入稿している場合

• 社会規範、公序良俗に反するものや、他人の権利を侵害し、または、他人の迷惑となるもの（肖像権侵

害※3）：0

• 当社が不適切と判断したもの※4：0

広告停止 13

• 社会規範、公序良俗に反するものや、他人の権利を侵害し、または、他人の迷惑となるもの（肖像権侵害

※3）：0

• 当社が不適切と判断したもの※4：0

※1  なりすまし型「偽広告」とは、個人または法人の氏名・名称、写真等を無断で利用して著名人等の個人または有名企業等の法人になりすまし、投資セミナーや投資ビジネスへの

勧誘等を図る広告を指します。肖像権侵害に基づく申告を含みます。

※2  アカウント停止は「広告アカウント審査基準」、広告停止は「広告掲載基準」に基づき停止します。

※3  肖像権侵害を理由とした非承認措置は、権利者ご本人から申告があった場合にのみ実施します。

※4  「当社が不適切と判断したもの」のうち、「未認証のLINE公式アカウントや、個人・グループのLINEアカウントへの友だち追加を促すもの」が該当します。

※ 非承認措置を行っていない7件については、広告掲載基準に抵触しないと判断したため掲載を継続しています。
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なりすまし型「偽広告」※1に関する審査（2）

非承認理由
非承認件数

検索広告 ディスプレイ広告 合計

当社が不適切と判断したもの※2 764 105 869

なりすまし型「偽広告」が含まれている可能性のある非承認理由での非承認件数

ユーザーからの申告以外で、2025年度になりすまし型「偽広告」が含まれる可能性のある非承認理由と非承認件数は

以下のとおりです。

※1  なりすまし型「偽広告」とは、個人または法人の氏名・名称、写真等を無断で利用して著名人等の個人または有名企業等の法人になりすまし、投資セミナーや

投資ビジネスへの勧誘等を図る広告を指します。肖像権侵害に基づく申告を含みます。

※2  「当社が不適切と判断したもの」のうち、「未認証のLINE公式アカウントや、個人・グループのLINEアカウントへの友だち追加を促すもの」が該当します。
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2. Yahoo!広告
掲載面／トラフィック審査
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Yahoo!広告の掲載面／トラフィック審査について

Yahoo!広告はYahoo! JAPANのサイトやアプリだけでなく、掲載先パートナーのさまざまなサイトやアプ

リへも配信しています。

インターネットユーザーと広告主を適切に結び、安心してYahoo!広告をご利用いただくために、 広告掲載

面に対してシステムによる24時間体制のモニタリングと人の目による審査・パトロールを行っています。

広告掲載面に関しては大きく2つ、違法サイトなど不適切な内容の掲載面に広告が配信されることを防ぐ

「ブランドセーフティ」の取り組みと、ボットなどからのアクセスやクリックにより不正に広告費を

だまし取る「アドフラウド」の発生を検知・排除する取り組みがあります。

どちらの取り組みも、広告掲載先サイトやアプリに対する事前の審査と、広告配信開始後の継続的な事後

パトロールで対策を行っています。
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Yahoo!広告 ディスプレイ広告

ブランドセーフティ：広告掲載面の事前審査結果

広告掲載面の事前審査結果

広告掲載面の事前審査の非承認割合は、約18％という結果でした。

非承認理由については「広告配信先運営者の明示不備」や「サイト閲覧情報不備」による非承認サイトが

大半を占める結果となりました。

A. 広告配信先運営者の明示不備 B. サイト閲覧情報不備

C. 個人実体不明事業者 D. 書き込み内容が不適切なサイト

E. 性的な商品・サービス F. 知的財産権の侵害

G. その他

A B C

事前審査の非承認理由の内訳

2025年度

D

F

GE
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アドフラウド対策について

Yahoo!広告では、広告配信ネットワーク全体のモニタリングを24時間体制で行うことで、広告トラフィッ

クの品質管理を実施しています。

この品質管理により、無効なトラフィック（広告リクエスト※1や広告インプレッション）や無効な

クリックの排除 が行われています。

無効なトラフィックには悪意のないものもありますが、中にはインターネットユーザーに見せかけたボット

による悪質なインプレッションやクリックなど、広告主様の広告費を不当に搾取する

「アドフラウド（不正広告）」も含まれます。

広告リクエストや広告インプレッション
レベルでの無効検知

広告クリック
レベルでの無効検知

Pre-bid方式 ※2

による事前検知

自動フィルター
による無効検知

オンライン検出

無効クリック検知

オンライン
検出

オフライン
検出

＜ディスプレイ広告の例＞

無効トラフィック・無効

クリック検知の流れ

※1 広告リクエストとは、広告が掲載面に表示されて目に見えるようになる前の段階で発生する「広告の表示要求」を指します。
※2 Pre-bid方式とは、広告リクエストのタイミングで無効トラフィックを判定し、無効だった場合に広告を非表示にする不正対策の方式です。

Yahoo!広告 ディスプレイ広告/Yahoo!広告 検索広告
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Yahoo!広告 ディスプレイ広告/Yahoo!広告 検索広告

無効トラフィックの検知結果

Yahoo!広告 ディスプレイ広告 Yahoo!広告 検索広告

ディスプレイ広告では、Pre-bid方式と自動フィル
ターの2重の検知方法で、無効トラフィックを判定
しています。

■広告リクエスト/インプレッション
2025年度 無効検知率：約3.5％

■広告クリック
2025年度 無効検知率：約23％

ディスプレイ広告で事前検知した無効クリックは、
広告費に換算すると約1,310億円になります。配信
先の拡大によって広告リクエスト数とともに増大し
た結果です。
これらは広告主様の費用とならないよう非課金処理
を行っています。

検索広告では、検索独自のオンライン検知とオフラ
イン検知で無効トラフィックを判定しています。

■広告リクエスト/インプレッション
2025年度 無効検知率：約2％

■広告クリック
2025年度 無効検知率：約4％

検索広告で事前検知した無効クリックは、広告費に
換算すると 約290億円 になります。
この金額は、広告主様の費用にならないよう非課金

化の処理が行われています。
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3. LINE広告

広告アカウント／広告素材の審査
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LINE広告の広告審査について
LINE広告※1では、広告掲載の申し込み時に開設される「広告アカウント」の審査を行い、不適切な広告掲載を未然に防

いでいます。また、「広告」については配信前の審査に加え、配信後のパトロールも行っています。

これらの審査は、「広告アカウント審査基準※2」 「広告掲載基準※3」に基づき行っており、主に以下の点を確認してい

ます。

• 法令違反の可能性の有無

• 不正出稿のリスクの有無

• ユーザーに対する不利益の可能性

• 禁止商品やサービスへの該当 など

また、広告アカウントが審査に通過し、広告掲載が開始された後も、以下のような場合はアカウントの利用を停止してい

ます。

• 不正行為を繰り返し行っている場合

• 広告アカウント審査基準※2や、広告掲載基準※3に抵触する広告を繰り返し入稿している場合 など

なお、これらの基準は法改正や社会情勢に合わせて常に見直しを行っています。

※1 LINEのTalk Head View、Talk Head View Custom、Talk Head View Premium、LINE NEWS TOP ADを含み、本資料ではこれらをまとめてLINE広告と示します。
※2 広告アカウント審査基準
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-account?language=ja 
※3 広告掲載基準
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-editorial?language=ja

https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-account?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-account?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-account?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-account?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-account?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-account?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-account?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-editorial?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-editorial?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-editorial?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-editorial?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-editorial?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-editorial?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-editorial?language=ja
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広告審査は、機械学習を活用した「システム」や「人の目」により、24時間365日実施しています。

システム審査により広告に関するさまざまなデータをリアルタイムで確認できるようになったことで、配信が

開始された広告において、万が一問題のある広告が発生しても、これまで以上に素早く問題のある広告を制御

できるようになりました。また、人間の感覚による審査も重要視し、独自のガイドラインについてトレーニン

グを積んだ担当者が、実際の端末を用いて行っています。

当社は本サービスで配信される広告について、以下の点を非常に重視しています。

• 「情報の受け手（ユーザー）がどう思うか」

• 「ユーザーが必要とする情報を適切な形で提供しているか」

• 「ユーザーが不快に感じることはないか」

• 「すべてのユーザーが安心・安全にサービスを利用できているか」

今後もシステムのアップデートやパトロール体制の強化を

行いながら、ユーザーにとって安心・安全なサービスを

提供できるよう取り組みを進めています。

広告アカウントの
開設

配信設定 広告入稿 配信開始

審査のタイミング

広告アカ
ウント審査 配信前の

広告審査審査
配信後の
パトロー

ル
審査

LINE広告の広告審査について
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2,272

4,097

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

2025年度

2024年度

非承認数
• 本数値は、広告掲載にあたり開設される「広告ア

カウント」に対する審査の非承認件数です。広告

アカウント審査基準に基づきアカウント開設時お

よび開設後に審査を実施しています。

• 2025年度は2,272件のアカウントを非承認とし

ました。

アカウント審査による審査結果

（件）

※ 非承認件数が前年度から大きく減少した背景には、審査体制の強化により、不正なアカウントや広告の入稿自体が減少したことがあります。
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A

A

B

B

2025年度

2024年度

A.内容不備（差し戻し） B.ガイドラインに抵触

アカウント審査による非承認理由内訳

2025年度の上位非承認理由は下記のとおりです。

1. LINE公式アカウント設定不備

2. 広告主情報の不備

3. 広告アカウントカテゴリ相違

非承認理由の約7割は、「申請内容不備」等の差し戻しによる非承認となっており、前年度と比較して2割ほど増加しま

した。主な内訳としては、LINE公式アカウント設定不備や広告主情報の不備など、基本的な設定・登録項目に起因する

ケースが多数を占めています。
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521,660

1,020,833 

0 200,000 400,000 600,000 800,000 1,000,000 1,200,000

2025年度

2024年度

非承認数

※ 広告掲載基準に抵触したAnimation、画像、動画、テキスト・リンク先サイトの各非承認数を合計した件数です。

（件）

• 広告素材の審査とは、広告の掲載に伴い「広告単位（タイト

ル、説明文、画像、動画、リンク先サイト等）」で実施する

審査を指します。本審査では広告掲載基準に基づき、各素材

の表現や内容を確認しています。

• 2025年度は521,660件の広告を非承認としました。

なお、Yahoo!広告の非承認数（P9）とは、カウント対象や方法が異な

ります。LINE広告の非承認数の集計内容は、以下の通りです。

・LINE広告はディスプレイ広告のみであり、Yahoo!広告で提供している検索広告や

動的ディスプレイ広告はありません。

・同じ内容の広告素材は、複数入稿された場合であっても１カウントとしています。

・各広告サービスの「広告掲載基準」に抵触する広告のみ対象としており、

「広告入稿規定」による非承認数は含んでいません。

広告素材の審査による審査結果

※ 非承認件数が前年度から大きく減少した背景には、審査体制の強化により、不正なアカウントや広告の入稿自体が減少したことがあります。
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広告素材の審査による非承認理由内訳

A

A

B

B

C

C D

DEF

2025年度

2024年度

A.各種関連法規に抵触 B.その他ガイドラインに抵触 C.不快な表現 D.アカウントカテゴリ相違 E.広告内容不一致 F.その他

2025年度の上位非承認理由は下記のとおりです。

1. 医療機関の訴求において、品位を損ねる内容の広告に該当するおそれがある表現

2. 広告掲載基準「広告の主体者(広告主)の明示」の内容に抵触するおそれがある表現

3. ユーザーに不快感を与えるおそれがある表現

非承認理由は「各種関連法規に抵触するおそれのある広告」が全体の約5割程度を占めていました。

主な内訳としては、医療機関の訴求において品位を損ねるおそれのある内容が多く、前年度と比較して、医療広告に関す

る非承認の割合が若干増加しています。
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なりすまし型「偽広告」※1に関する審査（1）

なりすまし型「偽広告」を理由とした削除申告の件数等

2025年度は、なりすまし型「偽広告」を理由とするユーザーからの削除申告は2件でした。

そのうち、非承認措置をとったのは1件ですが、なりすまし型「偽広告」以外の理由で非承認としました。

停止単位 申告件数 非承認件数 なりすまし型「偽広告」と判断した非承認理由内訳※2

アカウント停止

2

0

• 広告掲載基準第4章に抵触する広告を入稿している場合

• 社会規範、公序良俗に反するものや、他人の権利を侵害し、または、他人の迷惑となるもの（肖像権

侵害※3）：0

• 当社が不適切と判断したもの※4：0

広告停止 1

• 社会規範、公序良俗に反するものや、他人の権利を侵害し、または、他人の迷惑となるもの（肖像権侵

害※3）：0

• 当社が不適切と判断したもの※4：0

※1  なりすまし型「偽広告」とは、個人または法人の氏名・名称、写真等を無断で利用して著名人等の個人または有名企業等の法人になりすまし、投資セミナーや投資ビジネスへの

勧誘等を図る広告を指します。肖像権侵害に基づく申告を含みます。

※2  アカウント停止は「広告アカウント審査基準」、広告停止は「広告掲載基準」に基づき停止します。

※3  肖像権侵害を理由とした非承認措置は、権利者ご本人から申告があった場合にのみ実施します。

※4  「当社が不適切と判断したもの」のうち、「未認証のLINE公式アカウントや、個人・グループのLINEアカウントへの友だち追加を促すもの」が該当します。

※ 非承認措置を行っていない1件については、広告掲載基準に抵触しないと判断したため掲載を継続しています。
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なりすまし型「偽広告」※1に関する審査（2）

※1  なりすまし型「偽広告」とは、個人または法人の氏名・名称、写真等を無断で利用して著名人等の個人または有名企業等の法人になりすまし、投資セミナーや投資ビジネ

スへの勧誘等を図る広告を指します。肖像権侵害に基づく申告を含みます。

※2  「当社が不適切と判断したもの」のうち、「未認証のLINE公式アカウントや、個人・グループのLINEアカウントへの友だち追加を促すもの」が該当します。

非承認理由※1 非承認件数

当社が不適切と判断したもの※2 60

なりすまし型「偽広告」が含まれている可能性のある非承認理由での非承認件数

ユーザーからの申告以外で、2025年度になりすまし型「偽広告」が含まれる可能性のある非承認理由と非承認件数は

以下のとおりです。



27

4.LINE広告
掲載面／トラフィック審査
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LINE広告の掲載面／トラフィック審査について

LINE広告は、LINEアプリやLINEブランドのサービスだけでなく、13,000を超えるアプリにリーチできる

LINE広告ネットワークへの掲載も可能です。

そのため、違法アプリなど不適切な内容の掲載面に広告が配信

されることを防ぐ「ブランドセーフティ」の取り組みと、

ボット等からのアクセスやクリックにより不正に広告費を

だまし取る「アドフラウド」の発生を検知・排除する

取り組みがあります。

それぞれ、広告掲載先アプリに対して、広告配信前後に

人の目による審査やシステムでの監視を実施し、広告主が

安心して広告配信を行える環境づくりを進めています。
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LINE広告

ブランドセーフティ：広告掲載面の事前審査結果

LINE広告ネットワークは、広告主のブランドイメージを損ねないよう、厳格な審査基準に則したアプリにのみ

広告を配信しております。

広告配信前に、インターネット・ホットラインセンターに違法・有害情報として掲載されていないか、知的財

産権を害していないか、などさまざまなポイントを専門の審査部門にて厳正な審査を行ったアプリにのみ、広

告が配信されます。

​2025年度に審査依頼のあったアプリの非承認率は約16％でした。また、非承認理由の内訳は以下のとおりで

す。

E

F G

A.知財 B.登録情報不備 C.アプリ閲覧不備

D.出会い・交流機能 E.アダルト表現 F.プライバシーポリシー・連絡先不備

G.不快表現 H.その他

HA B C D

事前審査の非承認理由の内訳
2025年度
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LINE広告

アドフラウド対策について

LINE広告／LINE広告ネットワークにおいては、弊社が構築した独自のシステムにより、トラフィックのモ

ニタリングを行っております。

また、予め広告配信システムで規定された当社所定のロジックに基づいて除外する等の対策を行うことで、

広告主の広告費として課金されないよう対応を行っています。

2025年度に非課金処理された金額は、約40億円でした。

無効クリックの検知率は16.5％で、2024年度から大きな変化はありませんでした。
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5. 品質向上のための

その他の取り組み
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2026年4月1日に、Yahoo!広告とLINE広告の広告プラッ

トフォームを統合し、新たに「LINEヤフー広告」として

サービス提供を開始しました。本統合に伴い、広告アカウ

ント審査基準、広告掲載基準および審査判断基準を統一し

ています。なお、LINE広告についても提供終了までは同

一の基準を適用しています。

これにより、プラットフォームごとに広告を個別に用意す

る必要がなくなり、同一の広告表現で出稿できるようにな

りました。

LINEヤフー広告・LINE広告 広告審査 基準統一の取り組み

※ LINEヤフー広告アカウント審査基準・広告掲載基準の統一について（2026/4/1適用開始）
https://www.lycbiz.com/jp/news/line-ads/20251111/

※ 「LINEヤフー広告」プラットフォーム統合リリースについて
https://www.lycbiz.com/jp/news/20260218/

https://www.lycbiz.com/jp/news/line-ads/20251111/
https://www.lycbiz.com/jp/news/line-ads/20251111/
https://www.lycbiz.com/jp/news/line-ads/20251111/
https://www.lycbiz.com/jp/news/20260218/
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LINEヤフー広告・LINE広告 掲載面審査 基準統一の取り組み

Yahoo!広告とLINE広告のプラットフォーム統合に伴い、広告掲載面においても「ブランドセーフティ」

および「無効トラフィック対策」の審査基準を統一いたしました。

•広告配信ガイドライン

https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-delivery?language=ja

•広告トラフィッククオリティーガイドライン

https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-traffic?language=ja

この基準統一により、すべての掲載面において一貫した審査体制が整いました。この厳格な審査を通じて、

不適切な掲載面への広告掲出や無効トラフィックを徹底して排除し、安心・安全な広告配信環境を実現して

います。

今後も、広告主様により信頼していただけるプラットフォームを目指し、ブランドセーフティの確保および

アドフラウドをはじめとする無効トラフィック対策の向上を推進してまいります。

※LINE広告ネットワークの掲載面審査についても、LINEヤフー広告と同等の審査基準を適用しています。

https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-delivery?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-delivery?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-delivery?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-delivery?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-delivery?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-delivery?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-delivery?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-traffic?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-traffic?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-traffic?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-traffic?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-traffic?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-traffic?language=ja
https://ads-help.yahoo-net.jp/s/guideline-traffic?language=ja
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特定デジタルプラットフォームの透明性及び公正性の向上に関する法律
（透明化法）への対応

＜透明化法とは＞

プラットフォーム運営者の自主性を尊重しつつ、デジタル市場の透明性と公正性を確保し、利用者の利益を守るための

法律です。具体的には、提供条件の情報開示、苦情対応の改善、利用者との相互理解の促進が求められます。

透明性向上のための取り組みのご紹介 https://www.lycbiz.com/jp/terms-and-policies/yahoo/digitalplatformer/

関連コラムのご紹介 https://www.lycbiz.com/jp/column/yahoo-ads/guideline/digital_platform_regulations/?category=guideline

LINEヤフーは透明化法の指定事業者として、提供条件の開示や苦情対応の改善などに取り組んでおり、利

用者との相互理解の促進を図っています。

＜LINEヤフーの取り組み＞

LINEヤフーは専門部門のもと、広告審査の透明化や品質の「見える化」を推進し、利用者の声を反映した運営改善を

継続しています。直近の経済産業大臣による評価でも、こうした一連の取り組みに対し一定の評価をいただきました。

今後も公正・透明な取引環境の構築を通じて皆さまとの信頼関係を強化し、安心して利用できるサービスを提供してい

きたいと考えています。

https://www.lycbiz.com/jp/terms-and-policies/yahoo/digitalplatformer/
https://www.lycbiz.com/jp/terms-and-policies/yahoo/digitalplatformer/
https://www.lycbiz.com/jp/terms-and-policies/yahoo/digitalplatformer/
https://www.lycbiz.com/jp/terms-and-policies/yahoo/digitalplatformer/
https://www.lycbiz.com/jp/terms-and-policies/yahoo/digitalplatformer/
https://www.lycbiz.com/jp/column/yahoo-ads/guideline/digital_platform_regulations/?category=guideline
https://www.lycbiz.com/jp/column/yahoo-ads/guideline/digital_platform_regulations/?category=guideline
https://www.lycbiz.com/jp/column/yahoo-ads/guideline/digital_platform_regulations/?category=guideline
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その他 政府・官公庁等との連携

ユーザーの皆様が安心して弊社のサービス及び広告をご利用いただけるよう、政府、官公庁をはじめとした様々

な機関と連携し、法令遵守はもちろんのこと、広告サービスの透明性及び品質の向上に取り組んでいます。

＜取り組みの例＞

● 総務省：デジタル広告ワーキンググループ（WG）への対応

LINEヤフーは大規模広告事業者として本WGのモニタリングに協力しており、定期的に、不正広告を抑止す

るための審査体制や審査基準、施策等を本WGで説明しています。このような取り組みを通じて総務省とも

緊密に連携し、SNS等におけるなりすまし型の「偽広告」という課題解決に向けた対策を推進しています。

● 自民党：PTへの不正広告対策の説明

生成AIが作成したディープフェイク動画・画像によるなりすましや偽広告への対策を議論する自民党の「デ

ィープフェイク対策PT」の意見聴取に参加。広告審査体制や審査基準、広告主の本人確認方法など、不正

広告を排除し広告プラットフォームの品質を確保する当社の取り組みを紹介しました。

● その他の省庁や関係団体との連携

-社会問題化している投資詐欺の二次被害を招く弁護士広告へ対応するため、ユーザーを保護する観点から、

所属会から懲戒処分を受けた弁護士の広告を掲載不可とする基準改定を行いました。

-不正広告の流通を抑止するため、関係する行政機関等と随時の連携、意見交換を行っています。
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